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<b>
誰でもエキスパートになれるデータ分析のレシピ
</b>
</font>
<br>
<br>
<font size="2">
データ分析というと、標準偏差、回帰分析といった統計的な手法が思い浮かびます。しかし、統計的な検定作業に時間を掛ける前に、まずはデータの流れをつかんで方向性を見つけて対処したほうが、ある意味ビジネス的ですし、スピード感があります。
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<a href="http://rpnonline.web.fc2.com" target="_blank"><img src="http://pdf.rpn.jp/error/rpnonline.gif" align="right" border=0 alt="電卓ソフトで学ぶオンライン講座"></a>
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意外に並べ替えや分布表、推移などの基本的なデータ分析が有効なことも多いのです。例えば、上位トップ10、データの直接的な比較、視覚で動向を捉えるZチャートやファンチャート…。ビジネスで使うのはこちらのほうが多いかもしれません。
<br>
<br>
このようなビジネスでよく使うデータ分析の手順をレシピ化しておけば、大量のデータに臆することはなくなります。少なくとも、右サイドのメニューにあるデータ分析のレシピに従えば、より高度なデータ分析のきっかけがつかめる…そんなアプローチを提案しています。
<br>
<br>
実際のデータ分析に使えるプログラムが付属した教材で、これだけの範囲を短期間に学習できるテキストはほとんどないのが現状です。講座の分析レシピを覚えれば自然にデータ分析ができます。何より仕事現場では厳密な統計分析よりも、直接的な素早い分析が大切。
<br>
<br>
これは、一生使えるデータ分析のスキルです。 
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</font>
<br>
<SCRIPT charset="utf-8" type="text/javascript" src="http://ws.amazon.co.jp/widgets/q?ServiceVersion=20070822&MarketPlace=JP&ID=V20070822/JP/rpnhacks-22/8002/e6e51a46-0fc9-4eb6-a4e0-c4e52f138fc1"> </SCRIPT> <NOSCRIPT><A HREF="http://ws.amazon.co.jp/widgets/q?ServiceVersion=20070822&MarketPlace=JP&ID=V20070822%2FJP%2Frpnhacks-22%2F8002%2Fe6e51a46-0fc9-4eb6-a4e0-c4e52f138fc1&Operation=NoScript">Amazon.co.jp ウィジェット</A></NOSCRIPT>

